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vakyapad壬ya I研究(1)

本　田　義　央

本研究は、インド文法家(Vaiyakarana)言語哲学者であるバルトリバリ

(Bhartrhari, ca A.D.450-510)の主著とされるVakyapadlya (VP)第Ⅱ章

Vakyak叫aの侶項及びそれに対する11世紀の人とされるプンヤラージャ

(Punyaraja)の注釈であるTikaの日本語訳、そして、訳者自身の解説及びシ

ノプシスとよりなる。

一般に、本論文で扱うこの書は、 VPという名称で知られており1)、その名

称のもとで各種刊本が刊行されているoしかしながら、この名称は現行刊本が

ひとまとまりとして扱う三つの章(k叫a)に対するものとして、確定的なもの

ではない。本来は第I章と第Ⅱ章のみがVPと呼ばれ、さらに第Ⅲ章を含めて、

Trika坤という別の名称で呼ばれていた、という説や、本来は第Ⅱ章だけが、

vpとよばれた、という説もあるからである。また、上述のように、 VPは三

っの章からなるのであるが、それら三つの章それぞれの呼び名についても、諸

説がある。第I章がBrahmak叫aもしくはAgamasamuccaya,第Ⅱ章が

Vakyapad壬yaもしくはVakyak叫a、第Ⅲ章がPadak叫a、 Praklrnakak叫a

またPraklrnak叫aと呼ばれているOこの複数の呼び名が示すように、 VP

という全体に対する書名と同様に、この各章の名称も確定的なものではないo

このような事情はあるが、現在一般にVPという名称で受入られているとい

う理由により、便宜的にこれら三つの章をVPと呼ぶこととし、いわゆる

Vakyak叫aをVP第Ⅱ章(VPH)として扱うこととするo

この書名、卓立の問題以外に、さらに、注釈が問題をはらんでいるoこのい

ゎゆるVPⅡには、ここに翻訳を試みるTlkaと呼ばれる注釈以外に、 Vrtti

と呼ばれる注釈がある。この注釈がバルトリハリの自注であるか否かが一つの
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論点となっている。また、 Tlkaの作者プンヤラージャについても疑いが挟ま

れている。ここで述べた書名及び章の名称に関する問題、注釈者の問題につい

ては、 Aklujkar [1993a] [1993b]、 Potter[1990 : 201]及びそこに挙げられる

諸論考を参照されたい。

上述のように、本研究はTlkaの翻訳、それに基づいたVP本文の翻訳より

なる。しかし、議論の余地はあるとはいえ、それがバルトリハリの自注である

可能性がある以上、本来なら、 Tlkaと同時にVrttiをも扱うべきであろう。

しかしながら、 Vrttiの現行刊本の状態の悪さを見るとき、また後に述べるよ

うにTikaを含む翻訳研究がまとまったものとしては存しない現状を考えると

き、ひとまず、 Tikaの翻訳を公表することは、 vp研究の上で意味のないも

のではないと考えられる。勿論、その際にVrttiをも可能な限り視野にいれ

ることは、いうまでもないことである　Vrttiの翻訳研究、その際にはテキス

ト校訂が不可欠の作業となると思われるが、とそれに従った本文翻訳研究は今

後の課題としておきたい。

VPを題材とする研究、また、部分的な翻訳を含む研究は枚挙に暇がないo

VPⅡ全体に対する先行する翻訳研究としては、 Iyer [1977]とPillai [1971]

が存する。前者は侶項の翻訳と注釈に基づいた解説(翻訳ではない)からなり、

また巻頚にVPⅡ全体の梗概を含んでいる。後者は侶項の翻訳と訳者の注記か

らなる。これらを随時参照し有益な助力を得た。

なお、今回とりあげることが出来たのは、 VPII, kk.l-2に対するTikaの

前半部分、つまり文定義(vakyalak亨ana;の選択肢を扱う部分であり、文意

(va的rtha)についての議論に入る直前までであるo kk.1-2に対するT壬kaは、

その著者自身が述べる通り2)、 vpⅡ全体に対する導入及び概説である。その

際に、プンヤラージャは後続する侶項を多数引用してこの章を素述している。

それら引用侶項の解説は基本的に該当個所翻訳の際になすことしたため、遣憾

ながら参照個所を挙げるに留めざるを得なかった。

く底本)

VPには種々の刊本が存するが、詳細についてはAS47 [1993]の巻末に付
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された文献一覧に網羅されているので参照されたい。本翻訳研究では侶項に関

しては現時点での批判的校訂本とみなされる下記リストVP(1) (Rau版)を底

本とし、その読みに従わない場合は注記の上、他の刊本により訂正を加えるo

また注釈に関してはVP(5) (Iyer版)を底本とし、随時他の刊本を参照したo

[侶項番号について]本稿はVPの侶項部分のみならず、 Tikaの理解をめ

ざすものであるから、偽項番号は基本的に注釈付きの刊本、すなわちIyer版

(VP(5))の侶項番号に従うIyer版とRau版の番号が異なる侶項に関しては、

Ra。の略号のもとRau版の番号を併記することとする。

く主要参考文献及び略号)

[一次資料及び略号]

Ambakartrl : Raghun急tha's Ambakartrl. (See VP)

Abhyankar : VP ed. by Abhyankar and Limaye. (See VP)

AS : Asiatische Studien/Etudes Asiatiques, Peter Lang.

I : VPed. byIyer (SeeVP)

KV : Vamana and Jayaditya's KaSikavrtti (a) Ed.by Aryendra Sharma and Khan-

derao Deshpane.2vols.Hyderabad, 1969-1970. (b) Ed.with Jinendrabuddhi's

KaSikavivaranapanjika (Nyssa) and Haradatta's PadamaHjari by D.D.Shastn

and K.P.Shukla.6vols.Varanasi, 1965-1967.

MBh : Patatljali's Vyakarana-Mahabha亨ya. (a) Ed. by F.Kielhorn, rev. by K.V.

Abhyankar. 3 vols. Poona, 1962, 1965, 1972. (b) Ed. with the Pradipa and

Uddyota by Vedavrata. 5 vols- Gurukul Jhajjar, 1962-1963.

NR : Nyayaratnakara. (See云V)

Pathabheda : Raghunatha, Sarma, Vakyapadiyapathabhedanirnay坤. Sarasvatlb-

havanagranthamala 116. Varanasi, 1980.

PCASS : Publications of the Centre of Advanced Study in Sanskrit, University.

ofPoona.
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Pillai : VP ed. and tr. by K.Raghavan Pillai. (See VP)

Pun : Punyaraja's Ttka (See VP)

Pradlpa : Kaiyata's Pradlpa (See MBh)

Prameyasa血graha : Vakyapadlyaprameyasa血graha, Ein Anonymes Scholion zum

Zweiten Kanda des Vakyapadlya. Ed.by Wilhelm Rau. Munchen, 1981.

R : VP ed. by Pt.Raghunatha云arma. (See VP)

Rau : VP ed. by Wilhelm Rau. (See VP)

RauT : Bhartrharis Vakyapadlya U, Text der Palmblatt-Handschrift Trivandrum

S.N.532 (-A). Ed.by Wilhelm Rau. Stuttgart, 1990.

SV : Kumarila Bhatta's Slokavarttika. Ed. by S.V. Sastr壬. Praehyabharati series

lO. Varanasi, 1978.

TB : Vacaspatimi占ra's Tattvabindu. (1) Ed. by V.A. Ramaswami Sastri, Annama-

lai, 1936. (2) Ed. and tr. by M. Biardeau, Pondich色ry, 1979.

Vrtti : Vrtti on VP (See VP)

VP : Bhartrhari's Vakyapadlya.

(1) Ed. by Wilhelm Rau : Bhartrharis Vakyapadlya. Abhandlungen fur dir

Kunde des Morgenlandes, Bd.42,4. Wiesbaden, 1977.

(2) Ed. by K.V.Abhyankar and V.P. Limaye : Vakyapadlya of云rl Bhartrhari.

Univ. of Poona Sanskrit and Prakrit SeriesII. Poona, 1965.

(3) Ed. and tr. by Ragavan Pillai : The Vakyapadlya.Critical text of Cantos I

and II. Studies in the Vakyapadlya, vol.1. Delhi, 1971.

(4) Ed. by K.A.S. Iyer : The Vakyapadlya of Bhartrhari, Kanda E with the

commentary ofPunyaraja and the ancient Vrtti. Delhi, 1983.

(5) Ed. by Pt. Raghunatha云arma : Vakyapadlyam [partU] (Vakyakanda) by

Bhartrhari with the Commentary of Punyaraja & Ambakartri. Sarasvat壬-

bhavanagranthamala 91. Varanasi, 1980.

vt : Katyayana's Vartika (MBh所収)
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(TTka on VPE kk.1-2シノプシス)

0.第Ⅱ章導入

0.1.第I章のまとめ

0.2.第Ⅱ章の主題提示

1-2.0. kk.1-2導入

[kk.1-2]文定義①-⑧枚挙

ト2.1文定義①-⑧を不分割説・分割説に分類

1-2.1.1.不分割説(akha叫apak§a) (叙宣)③)

1-2. 1.2.分割説(khandapak亨a) (叙亘)⑥⑦⑧)

1-2.1.3.牢gvedapr盃tisakhya (padaprakr叫samhita)引証

ト2.2各定義論述個所指摘

1-2.2.1 ④akhyata(k.327)

1-2.2.2 ⑥sa血ghata(kk.41-48)

1-2.2.3 (王X宣Xか(akha叫apak亨a:vakya=sphota) (kk.7-14, kk.19-27)
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1-2.2.3.1 sphotaの分類

1-2.2.4 ⑤krama(kk.49-53)

1-2.2.5 ⑦adya血padam(k.47) , ⑧prthak sarva血pada血saka叫am(k.48)

1-2.3.1 (1)学術上(paribhasika)の定義　vt 9及びvt 10 on P 2.1.1

1-2.3.2 (2)世間的(laukika)定義　Mimamsasutra 2.1.46

1-2.3.3 (1) (2)の⑥ samghatapak冒aへの分類

1-2.4文定義総括

1-2.5文意(vakyartha)は何か0

1-2.5.0導入

1-2.5.1 (班)(akha叫apak§a) - pratibha

1-2.5.2 ④akhyata虫abdaーkriya

1-2.5.3 ⑤krama⑥samghata - samsarga

1-2.5.4 ⑥の場合の別見解

1-2.5.5 ⑦ adya血padam, ⑧ prthak sarva pada血sakahk亨am

1-2.5.6別見解artha = prayojana

1-2.5.7文意に関しての総括

1-2. 6 abhihitanvaya/anvitabhidhana

1-2.6.1 ④-⑥をabhihitanvaya/anvitabhidhanaに分類

1-2.6.2直観知(pratibha)が文意である場合はabhihitanvaya/anvitabhidhana

のどちらにも関わらない

1-2.6.3 artha = prayojanaの場合はabhihitanvaya

1-2.7 vidhi/myoga/bhavanaに関する文意不説明理由

1-2.8仏教説

1-2.8.1仏教説における文意

1-2.8.2仏教説における文

1-2.9ニヤーヤ説

1-2.10関係(sa血bandha)の考察

ト2.ll kk.1-2の総括
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(翻訳)

[Pun O]

[Pun 0.1]

【第工章のまとめ】

[Pun 0.1] [先行する第I章において]以上のように、言葉(皇abda)の本質

(svarupa)等が、日的(prayojana)とともに手みじかに確定されたOそして、

I [そこでは]それ(岳abda)が表示者(vacaka)であることが、一般的に確定さ

れた。

[解説]ここで、 Tlkaが述べる日的(prayojana)とは、 VPI , kk.24-26及び

それに対するVrttiにおいて列挙されるVPの八つ主題の内の二つ、正しい

言葉の知識とその使用によってもたらされるダルマ(dharma)と言葉の意味の

理解(pratyaya)をさしているIyer[1969 : 56-68]を参照されたい。

[Pun 0.2]

【第II章の主題提示】

そこで、 [何が表示者である言葉(V豆caka岳abda)であるかという点については]

見解の相違によって、 [次の二つの説がある。]

「語(pada)が表示者(vacaka)である」と或る者達は[考え]、

「文(V急kya) [が表示者]である」と別の者達は[考える]。

したがって、 [語が表示者であるという見解については第Ⅲ章Padak叫a

で取り扱うこととし]まずは、表示者にはかならない文(vakya)それ自体

,svar叫a)について、敷桁して、 [その]本質を説明するために、第二章

(Vakyak叫qa)に着手する。
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[解説]

バルトリハリは、 Palsule　　　によって指摘されているように、 `菖abda'

を二義に用いている。ひとつは、いわゆる言葉・音声のことであり、今一つは、

彼にとって表示者である文(vakya)をさす.言葉(岳abda)が表示者(vacaka)で

ある、ということが問題になるのは、このどちらの段階の皇abdaが表示者で

あるか、ということである.音声(varna)なのか、単語(pada)なのか、それと

も文(vakya)なのか。バルトリハリにとって、究極的には表示者(V豆caka)は単

一(eka)不可分(akha叫a)な文(vakya)であるが、語(pada)も完全に排除されて

しまうというわけではない。それらも、究極的には、非実在であるけれども、

文法学という学術における概念的構想の段階としては、表示者なのである。

第I章において、言葉(岳abda)が表示者(vacaka)であることは、一般的に確

定された。しかしその段階で、表示者である言葉とは、語(pada)なのか文

(vakya)なのか、という点については見解が統一されない。それぞれの見解を

同時に論じることはできないから、語が表示者であるとする見解については、

第Ⅲ章(PadakandaもしくはPraklrnakak叫ga)において論じることとし、

この第I章では、文を表示者と考える説を詳論するとプンヤラージャはこの章

を導入しているわけである。

[Pun 1-2.0]

まず、それ(vakya)に関する師匠達の見解の相違を根拠として、文(vakya)

[の各種定義]を枚挙するために[Bhartrhariは次のkk.1-2を]述べるO

[k.1 】 akhyata台abdaりsamghato・ jatiりsartighatavartinT /3) eko 'navayav叫

台abdah kramo buddhyanusarhhrtm // 1 //

* Rau : akhyata血豆abdasamghato

Abhyankar, R, I : akhy豆ta岳abdah samghato,

RauT : akhy急ta台色abdasa血ghato

Pathabheda :急khyatah云abdah
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[k.2] padam adyarii prthak sarvam padarh sapek亨am* ity api / vakyarfi

prati matir bhinna bahudha nyayadar台inam // 2 //

*Abhyankar, I. R : sak缶nksam

[kk. 1-2]定動詞、 [語]集合、集合に存する普遍、単一無部分の言葉(岳abda)、

順序、知による統合、最初の語、 [相互に]期待を伴った全ての語それぞれ、

というように、道理を知る者達の文(vakya)に関する見解は多様にわかれる。

[Pun 1-2.1]

【文定義①-⑧を分割説・不分割説に分類】

[kk 1-2に述べられている]これら八つが師匠達の文(vakシa)に関する選

択肢であるo lこれら八つは、分割説(kha叫apak亨a)・不分割説

(akhandapak亨a)にそれぞれ次のように分類されるO]

[Pun 1-2.1.1] 【akha叫apak亨a】

[まず、]この不分割説においては、 [次の]三つが[文]定義である。

①集合に存する普遍Ga叫sahghatavartin壬)

く不分割説) ②単一無部分の言葉(eko 'navayavah岳abdah)

③知による統合(buddhyanusa血hrti)

[Pun 1-2.1.2] 【kha叫apak亨a】

一方、分割説においては、 [次の]五つが[文]定義である。

(り定動詞(akhy豆ta云abda)

⑤ [語の]連続(krama)
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く分割説) ⑥ [語の]集合(samghata)

⑦最初の語(adyam padam)

⑧期待を伴った総ての語それぞれ

(prthak sarvam pada血sakanksam)

さらに、この[分割説に属する五つの見解の]内、 ⑤連続と⑥集合は

abhihitanvaya説における二つの定義である。 ④定動詞、 ⑦最初の語、 ⑧相

互に期待を伴った全ての語それぞれ、というのはanvitabhidhana説におけ

る三つの定義である。以上のように分類される。

[解説] KK.1.2において、バルトリハリは8つの文定義を枚挙するoそれら

をプンヤラージャは上記のように分割説と不分割説に整理する。そして、分割

説に分類された5つは、更にanvitabhidhana説とabhihitanvaya説とに分類

される　anvitabhidhana説とabhihitanvaya説は、周知のように、それぞれ

Prabhakara派とBhatta派が支持する文意表示に関する理論であるo上記選

択肢①-⑧の内、不分割説に基づく①から③の場合は、文がそれ自体単一無部

分であると考えるのであるから、それを構成する語(pada)による表示と文意

の表示の関係は、真実には、問題とはならない。言い換えれば、

anvitabhidhana説やabhihitanvaya説がそれらに関して考慮されることはな

いのである。しかし、分割説においては、その表示方法に関して、見解の違い

が生じるOこれら諸説については、 Tika on kk.1-2後半で文意を論じる際に

取り扱われているので、そこで論じることとする。

[Pun 1-2.1.3]

[Prati豆akhya引証】

そして、ここで、 "padaprakrti中samhita"というPrati豆akhya [[の言明]が

mm
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【`padaprakrti'解釈】

【解釈i・ 「話語の原因がサンビターである」壷adanara prakr叫(tatpuru写a)

:不分割説】.

ここにおいて、語のprakrtiつまり原因(k急rana)がpadaprakrtiであり、

[それが] sa血hitaである、というのが不分割説である。

【解釈2・ 「サンビターは詩語を原因とする」 lpadani prakrtir yasy坤saI

(bahuvrlhi) '.分割説】

一方、 Ipadani prakrtir yasy坤sar　というように[解釈すれI羽分割説が

現れる。

[解説]

ここでTikaが引用するPrati豆akhya　とほぼ同じ表現は牢gvedapr豆ti岳akhya

2・1に見られる。但し、そこでは、逆の語順("sa血hita padaprakr叫")である。

kk.1-2が掲げた文定義選択肢①-⑧をT了kaは不分割説・分割説にまず分類

し、さらに分割説に分類された④-⑧については、 anvitabhidhana説と

abhihitanvaya説に分類した。そして、分割・不分割の両説が、上記の

"padaprakr叫sa血hita"という　Prati岳豆khyaの文句の二通りの解釈から導きだ

されることを示し、分割・不分割の両説を補説しているのである。5)

ここで、 Tlkaが'padaprakrti'という複合語の解釈によって、分割・不分割

の両説を説明するように、このPratisakhyaの言明は、諸学派それぞれの見

解にそうように、様々に解釈された。

なお、このPrati岳akhyaの解釈の変遷については、井原照蓮[1982 : 219]注

(2)及びそこに挙げられる諸論考を参照されたい。そこで井原氏は・padaprakr

叫'という複合語はbahuvrlhiに読むのが原意であろう、と述べ、さらに「後

の時代になると、 RP.のこの語は、その言語学説に相応じて、両様に読まれ

ることになる.」と述べている。そして、目下のTikaをその言語学説に相応

ぜしめた例として引用している。またDeshpande【1992: 10]もこのプラ-ティ
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シャ-キャに言及し、上記の二つの解釈が生じた背景を簡潔に説明しているo

[Pun 1-2.2.1]

【④akhyata】

それら[八選択肢]の内で、定動詞形(akhyata岳abda)が文である[という見

解]は、のちほど、言葉の意味の探究を論じるときに提示するであろうoつ

まり、 [バルトリバリは次のように述べている。]

『ある定動詞形(akhyata岳abda)に関して、限定された行為能成者(sadhana)

が理解されるならば、それもまた意味が完結した一つの文であると理解され

る』 (VPII k.327)7)

[解説] akhyataとは、定動詞形(tinanta)、人称語尾(personal ending, tiN)、

動詞語根(dhatu)のいずれをも意味しうるが、ここでは、定動詞形(tinanta)を

さしていると考えられる。

[Pun 1-2.2.2]

【⑥samghata = vakya説】

r単独の語(pada)によって、意味が・・・J (VPII k.41)に始まる八つのシュロー

ヵによって⑥集合(sa血g旭a)が文であると[いう見解が]示されるであろうoS)

[Pun 1-2.2.3]

【akhapdapak写　　　: vakya=sphota]

[次に] F全ての事象を照らしだす・・・J (VPII,k.7)に始まり、 『・-まさに同

じように、文中で・devadatta'などは意味をもたないO。 (VPII,k.14)9)に終

る一連[の侶項]によって、さらに『顕現せしめられた言葉は・・・J (VPE.k.19)

ど-区分されるかのように理解される。』 (VPII,k.27)に終る卜連の偶項]

に10)よって、実に不分割説では、文(vakya)はsphotaを特徴とする言葉

(豆abda)である、ということが示されている[MBhにおいて次のように述
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ベられてし.-る。】

F発声されたⅩによって、頚下の垂肉、尻尾、背中のこぶ、蹄、一角持つも

のという対象であるものが理解される、そのXが言葉(sabda)である。jll)

さらにまた

F言葉(岳abda)はsphotaであり、音声(dhvani)は言葉の属性である。』 (MBh

on P 1.1.70)12', [と述べられている。]

[Pun 1-2.2.3.1]

[sphotaの分類】

そして、 sphotaは(1)外的(bahya) (2)内的(abhyantara)なものの二種である。

外的なsphotaはさらに(1-1)普遍(1-2)個物の相違によって二種であるOそ

れらの内、-普遍を特徴とする[sphota]に関しては①集合に存する普遍と【い

うようにk・1において枚挙され]、個物を特徴とするsphotaに関しては②

単一無部分の言葉と[いうように枚挙され]、外的[なsphota]に関しては、

③知による統合というように枚挙されている。

[解説]ここで、 Tlkaはsphotaを(1)外的(2)内的の二通りに分類する。さ

らに、外的なsphotaは普遍と個物に分類される。したがって、ここでは、合

計三種のsphotaが想定されていることとなるOそして、それらはそれぞれ、

(轍宣)の文選択肢に対応するo

[Pun 1-2.2A]

【⑤krama】

r存在している特殊が-」 (VPII, k.49)に始まり、 Fしかし云abdatvaが共

通である場合にも-j (VPII, k.53)で終る五つのシュロ-カで、 ⑤連続

(krama)が文であることを述べるであろう13)

[Pun 1-2.2.5]
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【⑦adya血padam, ⑧prthaksarvam pada血sak誠ksam】

rsadhanaは- (VPII, k.47) [と次のk.48という]二つのシュロ-カ

によって、 [それぞれ] ⑦最初の語⑧相互に期待する全ての語それぞれ、と

いう二つの[文]定義を説明するであろう14)

[Pun 1-2.3.1]

【学術上の定義】

[ところで]ヴァ-ルッテイカの作者に由来し(varttikakarTya)、 [文法学と

いう]学術(岳astra)における専門的な(paribha亨ika)別の文定義もまた存在す

る。 [すなわち]

『不変化詞(avyaya)、行為参加者(karaka) 、行為参加者に対する修飾語

(karakavi皇C等aPa)を伴った定動詞形(akhyata)が文(vakya)であるoj (vt 9

。n P 2.1.1)15)

及び

F-つの定動詞を含むものが[文である]j (vt 10 on P 2.1.1)16)

[というものであるI17)

[Pun 1-2.3.2]

【世間的定義】

昔の(jarat)ミ-マ-ンサー学派の者が述べた世間的な(laukika) [文定義]

もまた[存在する]。 [即ち] F意味の単一性に基づいて、文は単一であるo

分割の際に相互の期待があるならば.」 (Mm豆rhs且S融ra 2.1.46)18)

[Pun 1.2.3.3]

【両定義の⑥集合説-の分類】

それら双方[の文定義]は、 ⑥集合説に含まれる。それらは、まっさきに

rァクセントの脱落(nighata)等の確定のために・・・J (VPE ,k.3)19)で始まる

[偽項]によって考察されるであろう。
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[Pun 1-2.4]

【文定義総括】

以上のように、文選択肢(〇一⑧が見解の相違によって生じる、と知られる

べきである。

またVrttiにおいて20)、 Fこれは単なる例である。文定義の他のものをも

示すであろう。」と彼によって21)述べられている。そ[の言明]は、 [[Pu

1-2.3]にあげられたVarttikaの作者の手になる文定義等の包括を考慮しな

いで[そのようにVrttiにおいて述べられているのだ]、と考えられるべき

である。 [つまり、文定義①-⑧によって、選択肢は尽くされているのである

が、そのことをVrttiの作者は考慮していない。]

そして、 [kk.1-2において]枚挙された文定義自体を、 [kk.1-2の]記述

に従って、以下において、諸偶項そのものによって、示すであろう。

だから、ここでそれらを説明することは意味がない。

[解説]この【Pun 1-2.3]の記述から、プンヤラージャはVP本文の意図する

ところと、Vrtti作者の本文理解の間に敵船を見出しているということができる。

そして引用Vrttiの中の「文定義の他のもの」を[Pun 1-2.3]における

Varttika等による定義と解することにより、プンヤラージャは両者の相違を吸

収させているわけである.この点は本稿冒頭で述べたVrttiの著作者問題を扱

う際のひとつの材料を提供しているといえるであろう。

牀サ

1) 'V急kyapadlya'という書名は、 KV on P 4.3.S　において、例(udaharapa)としてあ

げられている　P 4.3.S　には先行規則P 4.3.87 adhikrtya krte granthe //からそ

の全体が読み込まれる(anuvrtti)c　これらの規則に従うならばvpという名称は、

vakyaとpadaからなる並列複合語(dvandva) `vakya-pada-'にP 4.3.8　によって

接辞chaが導入されて派生される。したがって、この場合`Vakyapadiya'という書名

は「文(vakya)と語(pada)を主題とする(adhikrtya)書物(grantha)」という意味となる。

2)シノプシス[ト2.11]参照。
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3)この偶には、本文中に示した異読が見られる　Rauは、 'akhyatain菖abdasamghato'

の読みを採用しているが、翻訳に際しては、 [Pun1-2.1.1]に従って、

`akhyata:豆abd坤samghato'と読んだ。これは、 I, R, Abhyankar及びPillaiによって

も支持される読みである.しかし、この二偶は、 NR on云V, Vakyadhikaraりa k.49

に引用されている。そこでは、 k.1はab句を`急khyata血色abdasamghato'と読ん

でいる。つまり、 Rau版と一致する　akhy急taはakhyata豆abdaとも呼ばれ、どちら

にしても意味に変化はないと考えられる　samghataの場合もそれを「【語の]集合」

と理解する限り、豆abdasa血ghataであってもsa丘1ghataであっても大きな違いはない

と思われる。

4) Prati皇akhyaはヴェーダの音声学書であり、各ヴェ-ダにそれぞれ付属する。

5)このPr急ti豆akhyaについては、バルト.)バリ自身が、次のように述べている　VPII,

k.58 : padaprakrtibhava豆ca vrttibhedena varpyate / padanam samhita yoni中samhita

va pada皇raya //

6)蛇足ながら、 Deshpande[1992 : 10, (fn.25)】が示すNirukta (Bhadkamkar's ed.)の頁

致p.23は誤植　p.129が正しい。

7) VP II ,k.327 : akhyata豆abde niyatalh sadhanarh yatra gamyate / tad apy ekam

samaptartham vakyam ity abhidhiyate //

8) vp n ,kk.41-49 : kevalena padenartho yavan evabhidhiyate / vakyastham tavato

'rthasya tad ahur abhidhayakam //蝣

9) VP II , kk.7-14 : yathaika eva sarvarthapraka叫pravibhajyate / dr亨yabhedanukarena

vakyarthavagamas tatha //・・・

10) VP II , kk.19-27 : avyak叫kramav誠豆abdah upam菖v ayam adhiyate/akramas tu

vitatyeva buddhir yatravati亨thate //…

ll) yenoccaritena sasnalang山akhurakakudavi亨急nyartharupam pratipadyate sa豆abdah /.

これは、 MBh on Paspa岳急hnikaの「云abdaとは何か」(kas tarhi豆abd坤)という間に対

する有名な答とほぼ同じ文であるoただし、 MBhの原文では-vi亨a事nam sa血praty-

ayo bhavati sa色abdahとなっている0

12) MBh on P 1.1.70 : sphot坤豆abdo dhvani中豆abdagun坤/

13) VPII, kk.49-53 : santa eva vi豆e亨a ye padarthe守u vyavasthit坤/ te kramad anugamy-

ante na vakyam abhidhayakam //... /! samane 'pi tu Sabdatve drstah sa軸oratyay坤

padat / prativarnam tv asau nasti padasyartham ato viduh /

14) VP II, kk.47-48 : niyata血　sadhane sadhya血　kriya niyatasadhana / sa

sa丘inidhanamatrepa niyamah sarapraka菖ate // gunabhavena sakanksa血tatra nama pra-

vartate / sadhyatvena nimittani kriy豆padam apeksate //
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15) akhyata車S急vyayak急rakaviSe亨aga丘i vakyam /

16) ekatih /

17)この見解については、 kk.4-6で次のミ-マ-ンサー説との対比の中で議論される

こととなる。また、これら両定義のMBhに於ける解釈については、 Joshi[1968:

105-124]を参照されたい。

18) arthaikatvad ekam vakyalii sakahk冒am ced vibhage syat /

19) VPII ,k.3 : nighatadivyavasthartham岳astre yat paribha亨Ham / saka丘k等Svayava丘i tena

na sarva血tulyalaksanam//

20)目下のkk.l-2に対するVrttiは現存しないO現行刊本においてVrttiはk.13

に対する個所から始まる。

21) Vrttiがバルトリバリの自注であるなら、 「彼」はバルトリハリであるo

(未完)
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A STUDY OF THE VAKYAPADlYAII (1)

Yoshichika HONDA

This paper consists of a Japanese translation of Bhartrhari's Vakyapadlya

(VP) chapter II (Vakyakanda) and that of Punyaraja's commentary on it called

the Tlka, and my own brief notes.

The basic priciple of Bhartrhari's thought of language is that the sentence

{vakya), which is single (eka) and indivisible (akhanda), is the primary linguistic

fact. And its meaning is pratibha.
His linguistic thought has great influence upon not only vaiyakarana but

also many scholars of the other schools in Indian Philosophy.

The following is a synopsis of the portions of the VP translated in this

paper.
O.Introduction to VP II.

1-2.1. Introduction to kk.1-2

[kk.1 -2] ®akhyatas'abdah @samghato ®jatih samghatavartim I

®eko 'navayavah Sabdah ©kramo ©buddhyanusamhrtih II 1 //

®padam adyam ©prthak sarvam padam sapeksam ity api I

vakyam prati matir bhinna bahudha nyayadarsinam II 2 //

[Enumeration of eight views (®-®) on a sentence]

1-2.1 Classification of these views to akhandapaksa (®®®) and khandapaksa

(@©©@®) on the basis of the two ways of interpretation of "pada-

prakrtih samhits" (RgpratiSakhya 2.1)

1-2.2 Pointing out the following karika in which each view is discussed.

1-2.2.1 ®akhyata (k.327)

1-2.2.2 ©samghata (k.41-48)

1-2.2.3 akhandapaksa (®dXD) (kk.7-14, kk.19-27)

1-2.2.3.1 Classification of sphota.

1-2.2A.©krama (kk.49-53)

1-2.2.5 ®adyam padam, (k.47), ®prthak sarvam padam sakahksam (k.48)

1-2.3.1 (a) Sastnyalaksana {Varttika 9 and 10 on P 2.1.1)
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1-2.3.2 (b) laukikalaksana (Mlmamsasutra 2.1.46)
1.2.3.3 (a) and (b) share ©samghatapaksa.

1-2.4 End of pointingout.




